
 

 

［様式６］ 

研 究 成 果 

中テーマ名：1-3 ナノ粒子の製造技術の開発 

  小テーマ名：1-3-1 異種ポリマー複合エマルジョンの開発 【18年度研究終了テーマ】 

小テーマリーダー（所属、役職、氏名） 

昭和高分子(株) 西池 春樹、 

 研究従事者（所属、役職、氏名）  

昭和高分子(株) 中川 康宏 
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研究の概要、新規性及び目標 

  ①研究の概要 

現在まで、新たな機能性を有するﾎﾟﾘﾏｰの開発において、各種ﾎﾟﾘﾏｰの特性を併せ持つ異種ﾎﾟﾘﾏｰ 
の複合化に取り組んできた。 

   その中で、ｼﾘｺﾝとｱｸﾘﾙを複合化したｴﾏﾙｼﾞｮﾝについて、特にｼﾘｺﾝのｼﾗﾉｰﾙ基由来の親水化現象お 
よび耐汚染性を得ることが出来たが、ｱｸﾘﾙ･ｼﾘｺﾝ複合ｴﾏﾙｼﾞｮﾝのｼﾘｺﾝﾄﾞﾒｲﾝの分布および構造は明ら 
かでない。 

   本研究では、ｼﾘｺﾝ･ｱｸﾘﾙ複合ｴﾏﾙｼﾞｮﾝのﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟの為に、ｱｸﾘﾙ中のｼﾘｺﾝﾄﾞﾒｲﾝの分布および構造を 
解析し、更にはｴﾏﾙｼﾞｮﾝ粒子状態から樹脂ﾌｲﾙﾑ化した場合のｼﾘｺﾝﾄﾞﾒｲﾝの変化を明らかにすること 
で、応用物性への寄与を 適化することを目的とした。 

 

  ②研究の独自性・新規性 

今回のﾀｰｹﾞｯﾄとなる分野は、現在は溶剤系が主流であり、水系１液で高機能を達成するものは 
なく、環境を配慮する市場背景から、要望も高い。 
特徴となる性能としては、 
・水系１液 
・高耐久性（耐候性） 
・低汚染性 

である。 
現在のｺｰﾃｨﾝｸﾞ分野での製品の付加価値は低いが、異種ﾎﾟﾘﾏｰﾄﾞﾒｲﾝのｺﾝﾄﾛｰﾙが可能となれば、 

どの分野にも応用することが可能と考えられ、技術的付加価値は高い。 
   

③研究の目標 

  ・ｼﾘｺﾝｱｸﾘﾙ複合ｴﾏﾙｼﾞｮﾝの合成 
  ・ｴﾏﾙｼﾞｮﾝの構造解析 
  ・ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ樹脂ﾌｲﾙﾑの調製および物性測定 
    皮膜強伸度、耐薬品性、水接触角 
  ・樹脂ﾌｲﾙﾑの構造解析および表面組成の解析 
  ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤の調製および物性測定 
    耐候性、耐汚染性、水接触角 
  ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤の表面組成の解析 

 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

異種ﾎﾟﾘﾏｰ比の異なる4つのｴﾏﾙｼﾞｮﾝを合成し、夫々について、走査型顕微鏡、原子間力顕微鏡 
で観察し、ﾄﾞﾒｲﾝの相違を確認すべく、試験条件を検討した。 
先ず、異種ﾎﾟﾘﾏｰ複合ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ粒子をTEM観察、原子間力顕微鏡などにより分析し、異種ﾎﾟﾘﾏｰ 

ﾄﾞﾒｲﾝの存在の可能性を確認した。また、CASTの高解像度AFMにおける横振動摩擦ﾓｰﾄﾞ 
（LM-FFM）観察にて、異種ﾎﾟﾘﾏｰ由来の硬いﾄﾞﾒｲﾝが分散して存在することを伺わせるﾃﾞｰﾀｰを得 
ることが出来たため、更に、FE-SEMを用いて樹脂皮膜の断面の観察を行い異種ﾎﾟﾘﾏｰﾄﾞﾒｲﾝの直 
接的観察を試みたが、見出すことが出来なかった。異種ﾎﾟﾘﾏｰﾄﾞﾒｲﾝの大きさが、非常に小さい場 
合（数ﾅﾉｵｰﾀﾞｰ）や、緻密な混合状態を想定すると、直接的観察を行うことがかなり難しいと判断 
される。 
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主な成果 

  具体的な成果内容：新規ｺｰﾃｨﾝｸﾞ剤の上市 

 

  特許件数：１件        論文数：０件        口頭発表件数：０件  

研究成果に関する評価 

  １ 国内外における水準との対比 

 

 

 

  ２ 実用化に向けた波及効果 

残された課題と対応方針について 

異種ﾎﾟﾘﾏｰﾄﾞﾒｲﾝの更なる解析は、高度な機器を必要とし、技術的にもかなり高いﾚﾍﾞﾙを要す。 
一方で、異種ﾎﾟﾘﾏｰ作成手法に関する技術特許も出願し、現在、市場評価を受けている段階に来て 
いるため、一度、今までのﾃﾞｰﾀｰをまとめ、一区切りとし、反響を見ながら、今後、解析および 
ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟの必要性について判断していきたい。 

ＪＳＴ負担分（千円） 地域負担分（千円）  
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合 計

人件費    0   0    14,000   14,000 14,000 

設備費    0   0    0   0 0 

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 
   0   0    6,000   6,000 6,000 

旅費    0   0    0   0 0 

その他    0   0    0   0 0 

小  計    0   0    20,000   20,000 20,000 

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備： 

  地域負担による設備：  
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